
１.回答者について

（１）属性 単位：名

大学職員（会員大学） 15

大学教員（会員大学） 9

24

２.本サロン全般について

（１）本サロンを知ったきっかけ（複数回答可） 単位：件

大学コンソーシアム大阪HP（SNS含む） 1

大学コンソーシアム大阪からの案内 12

チラシ 0

所属先からの案内 14

tulip-ML（メーリングリスト） 2

ぼっちゃんメーリングリスト 1

その他（同僚からの紹介） 1

（２）参加理由（複数回答可） 単位：件

上司・所属先からの勧め 1

テーマに興味・関心があったため 22

テーマに関する学びを深めるため 16

自身の業務に必要なため 9

他大学の教職員との交流や意見交換のため 3

その他 0
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回答者数24名/参加者数27名　回収率88.9％
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（３）内容の理解度 単位：名

十分に理解できた 17

理解できた 6

ある程度理解できた 1

あまり理解できなかった 0

24

（４）サロンの内容について 単位：名

内容について満足しているか

講師の説明はわかりやすかったか

提示された資料はわかりやすかったか

必要な知識を身につけることができたか

他大学の教職員と交流を深めることができたか

（５）開催時期・時間について 単位：名

適切だった 21

他の曜日・時間帯が望ましい 3
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（６）本サロンに参加して良かったと思われる点

･他大学の事例等の情報が参考になった。推進する立場だが、KPIの設定に悩んでいる。

・時代の先端の業務にも活かせる内容で大変興味深く、学びが深まった。

・プロンプトの書き方など、試行錯誤していたところが少しすっきりした。

･オンラインが多い中で対面かつ少人数のセミナーを開催いただいたことがありがたかった。

･実技演習が多く、実際に使ってみることでイメージができた。（他１件）

･生成AIについて理解を深めることが出来た。

･生成AIの基本的な使い方を学んだことにより、今後活用の幅を広げていけるようになった。

・大学職員業務に合った内容だった。（他１件）

（７）本サロンをより良いものとするための提案

・講演終了後に参加者が交流できる時間等を設けてほしい。（他３件）

･他大学ではどんな活用をしているか等興味があったので、そういった参加者同士の情報交換の時間があればよかった。

・対面とオンラインのハイブリッド形式での開催があれば参加しやすい。

（８）上記以外の感想や意見

・今回初参加だったが、有意義な研修会であったと思う。大学にとって有意義なテーマで今後も多く開催されることを願っている。

・初心者にわかりやすい基礎を教えていただき、大変よかった。

･前回に引き続き、今回の研修も大変充実したもので、今後仕事をするうえで、大変参考になった。

・一般的な内容よりは、１大学の事例等の後半部分を厚めにしていただきたかった。

・講演内容に対して時間が短かったと思う。後半はかなり流されていた。

（９）今後、本サロンで取り上げてほしいテーマ

・生成AIの活用（より実業務に活用できる内容）

・災害時の取り組み、対策

・コミュニケーション

・大阪大学のDXの取り組み

・分析の手法

・業務の効率化

・アンコンシャスバイアス

・法人系の内容

・論文作成の際の査読や要約に生成AIを使用していたが悩んでいた。より具体的かつ自分が思う以上の指示が必要であることを知り、
大変勉強になった。
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